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母校存続の危機？� 同窓会長 手塚富喜子

　会員の皆様にはご健勝にてご活躍のことと思います。
　母校も新しい年が始まり、活気にあふれていますが、今年度の入学生がなんと幼児保育学科53名
（100名定員）、介護福祉学科にあっては13名と定員（40名）の 3分の 1に激減してしまいました。また、
その影響で同窓会の活動も縮小せざるを得ない状況です。正に母校存続の危機にあります。
　同窓会としては、会員の皆様に、お子さんやお孫さん、またお知り合いの方々等に保育や介護の仕

事のやりがいや楽しさを伝え、保育士や介護福祉士への道を勧めていただき、進学先に母校を推していただくようお願い
する事しかありません。母校存続のために、会員の皆様のお力添えをどうぞよろしくお願いいたします。

貴重な時間� 松本短期大学学長 木内　義勝

　新型コロナウィルスによる感染が、インフルエンザ並みの 5類に移行してから一年ほどが経ちまし
た。学生たちが醸す活発な空気がキャンパスを覆うようになっております。私たちはコロナ禍の 3年
余で何を学んだのでしょうか。
　まず、それまでの感覚では当然のごとく目前にある「あたりまえの日常」が、実はとても貴重であ
ることに気づきました。パンデミック、自然災害、戦争、紛争など、静かに続く日常生活を唐突に奪

い去る「変事」が身近に起こることを実感しました。水道の水を安心して飲める国は、世界で16か国しかないというデー
タもあります。また、国連加盟の194か国中、第二次世界大戦後の80年の間に戦争がなかった国は 7か国しかありません。
日本はその一角を占めます。
　平穏で貴重な時間と空間を得ている私たちは、その得難い状態を幸便として、有益に使う道を探らなければなりません。
スマホとかテレビなど受動的な媒体に寄りかかるのではなく、自分の立ち位置を根底から振り返り、将来に向けて自分や
家族および周りの人たちに何をすべきかを、じっくりと考える好機が今は与えられているのだと思います。

　本年まで、年 1 回の同窓会報を発行してきましたが、このところの会費収入の大幅減や郵便料金
の値上げ等もあることから、令和 7 年度より封書での発送を取り止め、母校のホームページに掲載
する同窓会報欄をご覧いただくように変更させていただきます。
　例年の発行時期の 7 月末には更新する予定ですので、ご理解の程よろしくお願いいたします。

同窓会報は母校ホームページからご覧ください

■ 重要なお知らせ ■
紙面総会の結果報告
　昨年の同窓会報発送時に行ないました看護学科閉科に伴う同窓会会則改正の紙面総会では、期限
の11月末までに反対の意見は無かったので原案通り承認されました事をご報告致します。
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新任のご挨拶� 幼児保育学科同窓会会長　浦沢　正也（第２５期生　平成 ８ 年度卒）

　このたび、臼井前会長の後任として、新会長を務めさせていただくことになりました浦沢正也と申します。
　もとより各界でご活躍の同窓生が多数おられる中で、私のような若輩ではと戸惑いもありますが、就任したか
らには、誠心誠意同窓会や母校の発展のため尽力して参ります。短期大学の皆様や同窓生の皆様の格別なるご支
援とご協力を賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。

退任のご挨拶� 前幼保同窓会会長　臼井みはる（第 1期生　昭和４７年度卒）

　卒業して間もなく手塚会長をはじめ 1 期生の仲間と「松本短期大学同窓会」を立ち上げ、以
来50年余副会長と幼保の会長をさせてだきました。退任に当たり、保育に携わりながらも何と
か同窓会活動に携わってこられたのは、短大関係者の皆様や多くの同窓生に助けていただいた
お蔭と改めて感謝申し上げます。「人づくりの一歩」となる「保育」の仕事が当たり前のように
重要視されていきますように祈りながら、次の世代の方々に引き継ぎます。大変お世話になり
ました。

　令和 5 年度（2023）から前幼児保育学科長、内藤美智子先生に代わり学科長を引き継がせていただいて
おります山田真治と申します。松本短期大学創立50周年記念では、大学歌「あなたに届けたい」を制作さ
せていただきました。専門は幼児の音楽教育です。
　幼児保育学科におかれましては、昭和46年（1971）松本保育専門学校開校以来、社会へ多くの人材を輩
出してまいりました。時折、社会では松本短期大学の卒業生であるとのお話を聞くこともあり心の温もり
を感じます。卒業生の皆様におかれましては、現在も職場、地域社会でご活躍のことと思われます。
　ここ数年全国的な少子化現象により、どの分野の職業においても人材確保が厳しいようになってまいり
ました。本学においてもその波が押し寄せてきており、今年度の幼児保育学科の入学生は53名（定員100
名）でした。このような状況の中、年度はじめには教員も気持ちを引き締め、一人も残さず社会に貢献で
きる人材を育成していくことを確認し合い、指導にあたっております。
　この先も社会は目まぐるしく変化し続け、学びの変容も予想されると思われますが、教員は一丸となっ
て大学発展に取り組んでまいります。同窓生の皆様には大変お世話になりますが、何卒母校の発展のため
にお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

松本短期大学 幼児保育学科 学科長挨拶
� 幼児保育学科 学科長　山田　真治

幼児保育学科同窓会だより

パペット人形講座
　例年実施の学生（ 1 年生）への人形の贈呈と演じ方の講習を昨年10月
４ 日に実施。学生の皆さんは、「人形劇団やまんば」の母校先輩団員製作
による人形で熱心に実習に向けて学んでいました。
おしらせ
　40年後のホームカミングデーは、入学生大幅減による同窓会予算削減のため再開は難しい状況と
なりました。ご期待に沿えず大変残念です。なお、各卒業期ごと自主開催される場合は、ご連絡い
ただければ卒業生の動向等は協力させていただきます。

《幼児保育学科同窓会事業報告・おしらせ》
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　1993年に全国の大学・短期大学に先駆けて「介護福祉学科」を開設した母校松本短期大学介護福祉学科
は、2023年をもって創設30周年を迎えました。これを記念し、2023年11月25日に「ツナガル、あした。ツ
ナガル、未来。介護福祉の道」と題して開設30周年記念イベントが開催されました。当日は卒業生の皆様
を中心に在学生や介護福祉の現場関係者の皆様など、約130名の参加がありました。
　第Ⅰ部では理事長、学長、学科長からの式辞に続いて、介護福祉学科 1 ・ 2 年生が大学歌「あなたに届
けたい」と Kiroro の「未来へ」の 2 曲について、手話を交えた合唱を披露しました。

　第Ⅱ部では卒業生 4 名をシンポジストに迎え、「新しい介護福祉士の役割を考える」をテーマに公開講座
が開催されました。このうち、田中晃二郎氏（17期生）からは利用者様への支援で悩んだ時こそ、介護福
祉士同士がチームとして互いに学び合う必要性が強調されました。
　第Ⅲ部では、介護福祉学科同窓会が母校に協賛する形でホームカミングデーが開催され、母校で久し振
りに同級生や恩師などと交流を深める機会となりました。

「介護福祉学科開設 30 周年記念イベント」を開催
介　護　福　祉　学　科　特　集

　少子化の影響を受け、入学生の確保が非常に困難となっております。奨学金や社会人からの入学へ
の支援制度もありますので、ぜひ、卒業生の皆様からもお知り合いの方などにお声掛けをいただけた
らと存じます。 1 人でも多くの後輩たちを増やせるよう、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

卒業生の皆様へ ー入学生確保のお願いー
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◆ 再就職を希望されている幼児保育学科卒業生の皆様へ ◆
長野県が開催する再就職に向けた支援研修をご紹介します！
また保育の仕事をしたいと思っている方、迷われている方、
どうぞお気軽にご参加ください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令和 6年（2024年）度　潜在保育士再就職支援研修
１ 　研修のねらい

　結婚や育児などの都合により保育の仕事から離れている保育士等を対象に、保育の仕事の魅力を伝え最新
の保育情報を提供し、安心して職場復帰へとつなげることを目的とします。

２　主催：長野県　長野県社会福祉協議会　　共催：伊那市　　後援：長野市　松本市　佐久市
３ 　受講対象者	
　　　保育士資格をお持ちの方・保育補助者として就職希望の方（年齢・経験等は問いません）
４ 　研修内容およびカリキュラム

時　　間 内　　　　　容

12：30～13：00 ○受付

13：00～14：15
○最新の保育事情　保育のいま！
○保育の仕事に就く心構え
○保護者との連携・コミュニケーション

14：15～14：30 ○休憩

14：30～15：45 ○保育補助者として復帰から保育士復職へ向けて
○特性のある子ども・多国籍の子どもとのかかわり方

15：45～16：00 ○質疑応答　センターからのお知らせ（利用・イベント案内・職場体験等）

16：00 ○閉会

５ 　研修日程および会場

会　場 開催日 会　　場 講　　師

松本会場 8 / 5 （月） 松本市総合社会福祉センター
（松本市双葉 4 -16）

生田 恵津子氏
松本短期大学 教授

長野会場 8 /26（月） 長野県自治会館
（長野市大字西長野字加茂北143- 8 ）

小笠原 明子氏
長野県立大学健康発達学部 准教授

伊那会場 9 / 2 （月） 伊那市防災コミュニティセンター
（伊那市西町5824- 1 ）

田中 育子氏
信州豊南短期大学 専任講師

佐久会場 10/ 3 （木） 佐久市佐久平交流センター
（佐久市佐久平駅南 4 - 1 ）

松木 貴子氏
佐久大学信州短期大学部 講師

６ 　募集人数　20人程度
７ 　受 講 料　無料
８ 　申込方法　次の URL、次元コードで表示されるフォームから事前参加登録をお願いします。

事前登録の締め切りは開催日 1 週間前を想定しています。
事前登録がなくても当日参加可能です。
https：//ws.formzu.net/dist/S531705226/

９ 　問合せ先　社会福祉法人長野県社会福祉協議会　長野県保育士・保育所支援センター
電話：026-226-7330　ファックス：026-227-0137　メール：jinzai@nsyakyo.or.jp
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松本短期大学介護福祉学科　公開講座
日　時　2024年11月30日（土）
　　　　10：00～11：30　601教室
テーマ　安心して地域で暮らせるまちづくり　─地域の皆さんとともに考える─
※お申し込みはホームぺージから‼

同窓会 役員紹介
同窓会役員が改選されました。
●松本短期大学同窓会役員名簿（令和 6年度～令和 8年度）

役職名 氏　名 学　科 卒業年度
同窓会長 手　塚　富喜子 幼保 S４７年度
名誉会長 木　内　義　勝 現 学 長
副会長 浦　沢　正　也 幼保 H ８ 年度

〃 柳　沢　佳　澄 介護 H ６ 年度
書記局 竹　岡　雄一郎 現事務局長

　　　〃（会計） 山　藤　宏　子 幼保 Ｓ５７年度
　　　〃（会計） 進　藤　美代子 幼保 Ｈ１０年度
　　　〃（書記） 吉　田　正　子 幼保 S５０年度

監事 藤　森　永　子 幼保 S５１年度
〃 百　瀬　弘　章 介護 H ８ 年度

理事 生　田　恵津子 幼保 S４８年度
〃 寺　島　明　子 幼保 S４８年度
〃 藤　原　　　栄 幼保 S５７年度

役職名 氏　名 学　科 卒業年度
理事 熊　谷　由美子 幼保 H ７ 年度
〃 鮎　沢　菜津美 幼保 H２８年度
〃 福　田　　　明 介護 H ９ 年度
〃 谷　澤　健　太 介護 H２３年度
〃 赤　津　真　衣 介護 H２４年度
〃 百　瀬　八　代 介護 H２４年度
〃 輪　湖　穂奈実 介護 H２４年度

看護科代表理事 滝　沢　　　圭 看護 H２５年度
理事 岡　村　裕美加 看護 H２６年度
〃 鳥　羽　こずえ 看護 H２６年度
〃 羽　賀　優　美 看護 H２６年度
〃 島　　　み　よ 看護 H２６年度

母校における公開講座のお知らせ
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令和5年度　一般会計収支決算書 松本短期大学同窓会
収入の部

項　　　目 本年度
予算額

本年度
決算額 内　　　訳

①会費等収入 930,000 910,000 １０,０００円×９１人
（２０２３年度新入生９１名）

②特別会計より 890,000 947,405
③雑収入 0 24,892 看護学科活動費返納金・利息

合　　　　計 1,820,000 1,882,297

支出の部

項　　　目 本年度
予算額

本年度
決算額 差　　額 内　　　訳

（１）通年運営費

会議費 200,000 199,079 921
理事会費
役員会経費
役員手当

事務費 5,000 2,470 2,530 コピー代、インク代

通信費 10,000 10,300 －300 封筒・切手
郵便代

おとぎ祭援助金 100,000 100,000 0
雑費 20,000 0 20,000 慶弔費等
同窓会案内しおり 70,000 23,100 46,900 パンフレット

（２）会報発行費
発行関係費 1,100,000 1,235,808 －135,808 会報5730部
名簿整理費 10,000 10,000 0

（３）各学科
　　　　活動費

幼児保育学科 200,000 200,000 0
介護福祉学科 100,000 100,000 0
看護学科 0 0 0

（４）手数料 手数料 2,000 1,540 490 振込み手数料
（5）予備費 予備費 3,000 3,000 0 会報発行費に補填

合　　　　計 1,820,000 1,882,297

令和５年度　事業報告
令和 5年
4 月 4 日	 母校入学式
	 （入学式縮小の為来賓の参列なし）
	 会費徴収（幼保 4 名・介護 2 名）
4 月 9 日	 会計監査
4 月23日	 定例理事会
	 10：00～　場所：すし処「泰」
	 役員27名中　出席15名　委任状 5 名
６ 月上旬	 名簿整理
6 月	 同窓会報編集
7 月	 同窓会報発行
	� 看護学科閉会に伴う会則改正について紙

面総会
	� （会報に会則改正についての文書を同封　

意見がある場合は１１月末までに返信を求
める）

９ 月	 「おとぎ祭」への補助
11月25日	 介護福祉学科３０周年記念式典　会長出席
	 役員会（正副会長、書記　 ３ 名出席）
	 　・�看護学科閉会に伴い、同窓会入会案

内パンフレットと同窓会のしおりの
見直し

	 　・�会則改正の紙面総会の結果と報告に
ついて

	 　　�反対意見はなく、会則改正は承認さ
れた

12月15日	� 紙面総会の結果報告を理事・監事に手紙
で行う

令和 6年
1 月29日	� 新入生へ同窓会入会案内パンフレット配

布依頼
3 月 9 日	 本部役員会
	１３ ：３０～　場所　松本短期大学応接室
	 本部 ４ 名　幼保 １ 名　介護 ２ 名
	 計 ７ 名出席
3 月15日	 母校卒業式参列（会長）
	 令和 ５ 年度卒業生に同窓会しおり配布

令和6年度　事業計画
令和 6年
4 月 2 日	 母校入学式参列（会長）
	 会費徴収
4 月 6 日	 会計監査
4 月20日	 定例理事会　ＰＭ １ ：３０～
	 松本短期大学会議室
	 役員改選
6 月	 名簿整理
6 月	 同窓会報編集
7 月	 同窓会報発行　
	 会則改正の紙面総会の結果報告
10月	 「おとぎ祭」への援助

令和 7年
1 月下旬	 同窓会入会案内パンフレット配布依頼
3 月上旬	 本部役員会
3 月中旬	 母校卒業式参列（会長）
	 令和 ６ 年度卒業生に同窓会しおり配布
※その他	 会費の値上げについて検討
	 会報について検討

令和6年度　一般会計収支予算書 松本短期大学同窓会
収入の部

項　　　目 前年度
予算額

本年度
予算額 差　　額 内　　　訳

①会費等収入 930,000 660,000 －270,000 令和 ６ 年度新入生
１０,０００円×６６名

②特別会計より 890,000 927,000 37,000
③雑収入 0 0 0

合　　　　計 1,820,000 1,587,000 －233,000

支出の部

項　　　目 前年度
予算額

本年度
予算額 差　　額 内　　　訳

（１）通年運営費

会議費 200,000 200,000 0
理事会
役員会経費
役員手当

事務費 5,000 5,000 0 コピー代、用紙

通信費 10,000 7,000 －3,000 封筒・切手
電話代

おとぎ祭援助金 100,000 100,000 0
雑費 20,000 20,000 0 慶弔費等
同窓会案内しおり 70,000 50,000 －20,000 しおり

（２）会報発行費
発行関係費 1,100,000 1,100,000 0
名簿整理費 10,000 10,000 0

（３）各学科
　　　　活動費

幼児保育学科 200,000 70,000 －130,000 別紙
介護福祉学科 100,000 20,000 －80,000 別紙

（４）手数料 手数料 2,000 2,000 0 振込み手数料
（5）予備費 予備費 3,000 3,000 0

合　　　　計 1,820,000 1,587,000 －233,000


